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概要 
レブロリンクとは 

本製品は､Revit®と建築設備ＣＡＤ｢Rebro(レブロ)｣（以下 レブロ）の図面を専用ファイルで属

性を維持したまま受け渡しが行える、Autodesk Revit® 2019-23 のアドインです。 

レブロで作図した、設備要素を Revit®で入力したり、Revit®で作図した建築躯体や設備要素を､

レブロに出力したりできます。 

 

レブロ ⇒ Revit® 

レブロで作成した設備の、配管、ダクト、電気（3D）、機器を､属性付きで Revit®に受け渡すこと

ができます。 

 

Revit® ⇒ レブロ 

Revit®で作成した意匠･構造の建築情報､設備情報を､属性付きでレブロに受け渡すことができま

す。 

 

レブロリンクでは、入力用(*.RebroLinkToRevit)、出力用 (*.RebroLinkFromRevit) のファイル

が使用され､Revit®とレブロの間でデータ連携を行うための専用形式であり､コンパクトなファ

イルサイズで､多くの属性情報を出力できます。Revit®で読み込み後、集計、編集が行えたり、

レブロで読み込み後､図面の追加作図や干渉検査､配管抵抗計算や圧力損失計算が行えたり様々

なコマンドを利用することができます。 
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対応バージョン 
Revit側  Autodesk Revit® 2019-23 

   ※Autodesk Revit® LTでは動作いたしません。 

レブロ側  レブロ→Revit Rebro® 2022以前 

   Revit→レブロ Rebro® 2022以降 

 

インストール 
Autodesk App Store からダウンロードしたファイルを実行します。 

 

 

アンインストール 
コントロールパネル｢プログラムのアンインストール｣から行ってください。 

 

 

権利表記 
CodePlexの「DotNetZip Library」を再配布条件に基づき使用しています。 

 

 

製品仕様 
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操作フロー 
① 保存したレブロリンク形式ファイルを Revit®で読み込みます。読み込んだ３Ｄの設備図を､

Revit®で編集できます。 

 

② 本アドインの[レブロ入力]で､レブロリンク形式ファイルを入力します。ファイルの拡張子は

RebroLinkToRevitです。 

 

レブロ入力 

 

 

 

Revit® 

設備要素を Revit®の MEP

ファミリ､システムに

マッピングできます。 

詳細は P.12 

 

 

 

レブロ 

(アドイン) 

Revit出力 *.RebroLinkToRevit 

ファイル 

レブロ担当 

ゼネコ

ン・設

計事務

所 

①保存 ②開く 

Revit担当 

サブコ

ン 

レブロで設備要素を保

存します。 

(アドイン) 

レブロ入力 
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レブロファイルの読み込み 
操作方法 

① 建築プロジェクト、もしくは、テンプレートを開きます。 

 

 

② レブロ入力[アドイン]タブにある[レブロ入力]アイコンをクリックします。 

 

 

③ ファイルを開くダイアログが表示されます。 

レブロリンクファイルを保存するフォルダとファイル名を入力し､｢開く｣をクリックします。 
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④ レブロ入力ダイアログが表示され､読み込む方法を設定します。 

 

 

⑤ レブロリンク形式ファイルの読み込みが開始され､進行状態が表示されます。 

 

 

⑥ プロジェクトに、設備要素が読み込まれます。 
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設備モデル読み込み方法 
レブロから入力される情報 

 配管､ダクト､ケーブルラック等､設備ルート 

 衛生機器､空調機器､電気設備等､機器･器具(2D部材を含む) 

 スリーブ､鋼材､支持金物 

 用途､材料 

 プロパティ情報(部材情報､カスタム､ゾーン､ハイパーリンク) 

 フロア情報(レベル) 

 スペース情報(部屋) 

 要素の GUID 

 

レブロから入力されない情報 

 文字や寸法線､線など 2Dモデル要素 

 建築躯体､3D図形 

 インサート 

 電気配線 

 通り芯 

 

設備要素の入力早見表 

レブロの拾い集計グループ Revitカテゴリ マッピング方法 

配
管
・
ダ
ク
ト 

配管 配管 材料 

配管(可とう管) 

継手 配管継手 材料・部材 

弁類 配管付属品 部材 

特殊継手 

計器類 

排水金具 

水道メーター 

スプリンクラーヘッド スプリンクラ 

セパレータ 配管付属品 

桝 (衛生器具) 

冷媒ユニット (機械設備) 

ベンド 配管継手 材料・部材 

ダクト ダクト 材料 

円形ダクト 

フレキシブルダクト フレキシブルダクト 

スパイラルダクト ダクト 

換気用配管 
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配
管
・
ダ
ク
ト 

ボックス・チャンバー ダクト付属品 部材 

消音エルボ 

ダンパー 

ＶＡＶ 

ＣＡＶ 

キャンバス 

t1.6短管 

フランジ止め 

金網 

風量測定口 

スパイラルダクト継手 ダクト継手 材料・部材 

円形ダクト継手 

換気用配管継手 

制気口 (制気口) 部材 

ガラリ 

排煙口 

フード 

電
気 

ケーブルラック ケーブル ラック 

ケーブル ラック継手 

材料・部材 

ケーブルダクト 

レースウェイ ケーブル ラック 

ケーブル ラック継手 

なし（DirectShape） 

バスダクト 

薄鋼電線管 電線管 

電線管継手 

材料・部材 

厚鋼電線管 

電気可とう管 

ボックス (電気器具) 部材 

機
器
・
器
具 

熱源機器 (機械設備) 部材 

冷却塔 

ファン類 

ポンプ類 

防振架台 

空調機 

ファンコイルユニット 

パッケージエアコン 

タンク類 

衛生器具 (衛生器具) 

集合管 

給水給湯器具 

湯沸器 
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排水設備 (衛生器具) 部材 

ガス器具 (機械設備) 

ガスメーター 

消火器具 

濾過設備 

ヘッダ 

照明器具 (照明器具) 

コンセント (電気器具) 

スイッチ (照明装置) 

電気器具 (電気器具) 

盤類 (電気設備) 

受変電設備 

発電機 

自動火災報知設備 (火災報知装置) 

スピーカー (電気器具) 

支持金物 (機械設備) なし（DirectShape） 

吊ボルト 

メータユニット (機械設備) 部材 

冷媒管ラック 

配管化粧カバー 

トラップ (衛生器具) 

その他 (機械設備) 

※ 上記の表で、()の付いている Revit カテゴリは、標準で割り当てられているカテゴリとなり

ます。設備属性化マッピング設定の部材のマッピングで、任意のカテゴリ／ファミリへ割り

当てることができます。設備属性化マッピング設定については、P.14 を参照してください。 

割り当て可能なカテゴリは、レブロリンクで「設備機器カテゴリ」として扱う下記のカテゴ

リとなります。 

 

設備機器カテゴリ 

制気口 火災報知装置 

機械設備 照明装置 

衛生器具 ナース コール装置 

スプリンクラ 警備装置 

電気設備 電話装置 

電気器具 照明器具 

通信装置 一般モデル 

データ装置  
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[レブロ入力]ダイアログ 

 

 

原点 

レブロデータを Revit に読み込む基準点を設定します。 

 

プロジェクト基準点に合わせて読み込む 

プロジェクトの方位に合わせて読み込む 

プロジェクトに合わせて方位、基点を合わせて読み込むことができます。 

 

自動生成するファミリ名 

レブロの部材形状や属性をそのままファミリ化して読み込む場合、生成されるファミリの名前を

指定します。この設定によらず、生成されるファミリのタイプ名は型番となります。 

 

読み込んだモデルのビューを作成する 

系統要素(配管、ダクト、ケーブルラック、ケーブルダクト、バスダクト、レースウェイ、電線

管)の投影線を、レブロのレイヤー色にした 3D ビューを新規に作成します。「配管、ダクト、電

気(3D)を塗り潰しパターンにする」チェックがオンの場合、系統要素を塗り潰します。 

 

フロア（レベル） 

読み込んだ図面に対して、フロアの読み込み方法を設定できます。 

チェックがオンの場合、階高が同じだと、別名でも同じフロアだと判断し、統合します。 
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設備属性化マッピング設定 
用途のマッピング 

「MEP 要素のマッピング」ダイアログの「用途（衛生、空調）」タブで、レブロの用途を、Revit

のシステムに割り当てます。 

＜自動生成＞の場合、レブロのレイヤー名で新しいシステムを追加します。 

すでにプロジェクトに登録されているシステムを使用する場合、「Revitシステム」を選択します。 

 

 

システムを自動生成した場合 

レブロのレイヤー名でシステムを作成します。 

システムの色は、レブロのレイヤー色が設定されます。 

 

既に同名のシステムが存在する場合、プロジェクト内にシステムを参照している要素が存在しな

い場合、設定を上書きします。既に参照している要素があれば名前の末尾に(2)と番号を付けて

システムを生成します。 

 

同名のシステムが、以前のレブロ入力によって作成されたシステムの場合、常に上書きします。 
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材料のマッピング 

「MEP要素のマッピング」ダイアログの「材料（配管、ダクト、ケーブルラック等）」タブで、レ

ブロの材料サブセットを、Revit の配管タイプ、角型ダクト、丸型ダクトのタイプに割り当てま

す。 

レブロの呼び径は、Revit の直径に渡されます。レブロの呼び径が、マッピングしたタイプに設

定された配管セグメントのサイズカタログにない場合、最も近いサイズに切り上げられます。 

角型ダクト、ケーブルラックは、レブロのサイズＷ、サイズＨが Revitの幅、高さに渡されます。 

自動継手を「レブロ継手」にした場合、レブロで作図した形状のファミリを Revitで自動作成し、

割り当てます。 

「タイプ継手」にした場合、Revitのタイプで設定されている継手が割り当てられます。 

タイプ継手にした場合でも、Revit のタイプに継手ファミリが設定されていない場合や、タイプ

継手に置き換えることでルートと継手が重なるなど、要素が維持できない場合、レブロ継手のま

まで読み込まれます。 
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部材のマッピング 

「MEP要素のマッピング」ダイアログの「部材（機器・器具、継手、付属品）」タブで、レブロの

機器、継手、弁類、スリーブを、Revitのファミリに割り当てます。 

継手の場合、材料のマッピングで指定したタイプの継手よりも、部材のマッピングで設定した内

容を優先して置き換えます。 

＜自動生成＞に設定した場合、レブロの部材形状を維持してファミリを自動生成します。 

 

「自動生成したダンパーに傍記を付ける」にチェックを入れると、ダンパーの名称（VD、FD等）

の文字を自動生成されたダンパーに表示されます。 

チェックを外すとダンパーの形状のみが表示されます。 
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 [ファミリの選択]ダイアログ 

 
 

ファミリ、タイプ 

置き換える、Revitのファミリとタイプを選択します。 

 

タイプパラメータ、インスタンスパラメータ 

レブロのパラメトリック部材を割り当てる時に、レブロのパラメータと Revitのファミリのパラ

メータをマッピングします。 

マッピングするとプレビューに表示されます。 

部材情報も、すでに登録されている Revitのパラメータにマッピングできます。 

パラメータを割り当てない場合、選択したファミリタイプに設定された初期値が入ります。 

 

ファミリタイプのパラメータが書き換わる場合、既にプロジェクトに配置された要素の値を保護

するため、末尾に(2)と番号を付けた新しいファミリタイプを生成します。 
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配置位置と方向の調整 

レブロ部材と Revitファミリの基準点を調整します。 

プレビューで確認しながら、向き、揃えを指定できます。 
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要素の色 
概要 

｢レブロ入力｣ダイアログで、｢読み込んだモデルのビューを作成する｣にチェックを入れた場合、

新しく作られる 3Dビューに対し、レイヤーごとのフィルタ設定が追加されます。さらに、｢配管、

ダクト、電気(3D)を塗り潰しパターンにする｣チェックがオンの場合、線を薄くした色で塗り潰

します。 

フィルタ規則は、共有パラメータとして要素に追加される｢レイヤー｣プロパティが、レイヤー名

と等しいかを比較します。 

 

同名のフィルタ設定がある場合 

既に同名のフィルタ名が設定されている場合、末尾に(2)を付けて別名で登録します。 

同じ名前のフィルタが、以前のレブロ入力によって作られたフィルタである場合、設定は上書き

されます。 
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プロパティの受け渡し 
概要 

レブロからのプロパティ情報は、指定した共有パラメータへ読み込むことができます。 

読み込んだパラメータは、集計表などに活用することができます。 

 

[共有パラメータの設定]ダイアログ 

 

パラメータ・マッピング 

左のチェックを入れた「レブロ プロパティ」列のプロパティを、「Revit パラメータ」列で指定

した共有パラメータに読み込みます。「Revitパラメータ」ではプロジェクトにロードされている

共有パラメータと、下記の新規パラメータから選択できます。 

 

新規パラメータ 

読み込み時に自動でプロジェクトに新しい共有パラメータを追加することもできます。 

「新規パラメータ」を選択すると、新しく GUID が振られた共有パラメータを作成し、読み込む

ことができます。「新規パラメータ」で読み込んだ場合、レブロのプロパティ毎に新しく作られ

た共有パラメータの GUIDが PC上に記憶されます。以降は任意の共有パラメータを指定しない場

合、PC上に記憶されている GUIDを使って共有パラメータを作成できるため、不必要に新しい GUID

が生成される事はありません。 

別の GUIDに振りなおす場合、もう一度「新規パラメータ」で新しい GUIDを生成できます。 

また、「生成するパラメータの名前に接頭辞を付ける」のチェックを入れた場合、自動で追加す

るパラメータは、レブロのプロパティ名の前に“NYK_”をつけた名前となります。 

新しいパラメータはプロジェクトパラメータとして生成しますが、ロード可能なファミリに対応

したカテゴリで自動生成されたファミリインスタンスで、かつプロパティグループが「部材情報」

である場合のみ、ファミリパラメータとして生成します。 
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プロパティグループの設定 

 

読み込むレブロのプロパティグループを絞り込むことができます。 

デフォルトでは「共通」「カスタム」「部材情報」「ハイパーリンク」にチェックが入っています。 

 

初めて読み込むプロパティ 

使用 PCで初めて読み込むプロパティは、「カスタム」「部材情報」「ハイパーリンク」のグループ

に所属するプロパティは、デフォルトでチェックが入っています。 

その他のグループに所属するプロパティは、デフォルトでチェックが外れています。 

 

設定の読み込み・保存 

生成した共有パラメータの GUID は PC 上に記憶されますため、複数の PC で新規パラメータを作

成すると、PC毎に別々の GUIDが生成されます。 

「設定の読み込み・保存」で、共有パラメータのマッピング情報をファイルにインポート/エク

スポートできるので、他の PCで生成された GUIDを引き継いで運用することが可能です。 

 

要素の GUID 

レブロの GUIDは、専用の共有パラメータ「RebroGUID」に読み込みます。 

「RebroGUID」を持つ要素は、[レブロ出力]でも要素の GUIDとして出力します。 

これにより、Revit-レブロ間で行き来した場合でも、要素の GUIDは維持されます。 

 

パラメータタイプ 

現状、正しく値を渡すことができる共有パラメータのタイプは「文字」と「長さ」のみとなって

います。 
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レブロファミリのロード 
概要 

NYK Systems提供のスリーブファミリを現在のプロジェクトにロードできます。 

ここでロードしたスリーブファミリは、レブロ－Revit 間を高い精度でマッピング設定をせずに

受け渡しが可能になっています。 

 

本コマンドでプロジェクトにロードしない場合でも、レブロ入力により自動でレブロファミリが

ロードされます。 

 

操作方法 

① レブロ入力[アドイン]タブにある[レブロファミリ]をクリックします。 

 

 

② ロードするファミリを選択して「OK」をクリックします。 

 

ロードが完了すると自動的にダイアログが閉じます。 

途中で中断した場合、中断するまでにロードされたファミリはプロジェクトに残ります。 
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操作フロー 
① 本アドインの[レブロ出力]で､図面をレブロリンク形式ファイルとして出力します。ファイル

の拡張子は RebroLinkFromRevitです。 

 

② 保存したレブロリンク形式ファイルをレブロで読み込みます。読み込んだ３Ｄの建築図･設備

図を元に､レブロ上で設備図面を作図できます。 

 

 

レブロ出力 

 

 

 

レブロ 

MEPファミリ､システムを 

レブロの設備要素にマッピング

できます。 

詳細は P.37 

 

 

 

Revit® 

(アドイン) 

レブロ出力 *.RebroLinkFromRevit 

ファイル 

Revit担当 

ゼネコ

ン・設

計事務

所 

①保存 ②開く 

レブロ担当 

サブコ

ン 

意匠､構造ファミリを 

[出力設定]で建築躯体

にマッピングできます。 

詳細は P.31 

(アドイン) 

Revit入力 
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レブロへの出力方法 
操作方法 

① [アドイン]タブにある[レブロ出力]アイコン､もしくはドロップダウンメニューの[レブロ出

力｣をクリックします。 

 

 

 

② 下記のダイアログが表示されます。 

レブロリンクファイルを保存するフォルダとファイル名を入力し､｢保存｣をクリックします。 
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③ 下記のダイアログが表示され､保存する要素の範囲を指定します。 

 

現在アクティブになっているビューで表示されているモデル要素のみを保存する場合は､｢現在

のビューのみ保存する｣を選択します。 

ビューの表示状態に依存せず､図面全体からモデル要素を保存する場合は､｢モデル全体を保存

する｣を選択し､保存したいモデルカテゴリにチェックを入れて｢OK｣をクリックします。 

 

｢簡易表現を単線記号として保存する｣にチェックを入れると､ファミリ内で「簡易」に設定した

形状がレブロの単線記号として出力します。チェックをオフにすると詳細表現をベースにした

３Ｄモデルのみが保存されます。 

 

｢躯体の包絡関係を解除する｣にチェックを入れると､躯体が周りの他の躯体によって削られる

前の状態を出力します。シンプルな形状になるため､レブロの躯体への変換率が上がります。 

チェックを外すとそのままの形状で出力します。その際、出力にかかる時間は短縮されます。 

 

｢外部参照図面を含む｣にチェッ

クを入れるとリンクされた Revit

図面に含まれる要素も一緒に保

存されます。 
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④ レブロリンク形式ファイルの保存が開始され､進行状態が表示されます。 

 

保存が完了すると自動的にダイアログが閉じます。 

また､｢出力データの検索中…｣｢レブロリンクデータに変換中…｣と表示されている時は､[中断]

をクリックすると保存をキャンセルできます。 

現在選択中の要素のみを保存したい場合､ドロップダウンメニューの[レブロ出力(要素選択)]

をクリックします。 

ファイル名を選択後､③のダイアログは 

表示されず､すぐに保存が開始されます。 
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建築の受け渡し 
レブロに出力される建築情報 

3Dモデル要素 

通芯 

レベル(フロア情報) 

部屋、スペース、ゾーン、エリア 

 

レブロに出力されない建築情報 

文字や寸法線､線など 2Dモデル要素 

｢モデル カテゴリ｣以外の要素 

 

建築躯体の出力早見表 

カテゴリ 

①
自
動
置
換 

②
マ
ッ
ピ
ン
グ 

③
レ
ブ
ロ
の
建
築
躯
体
に
置
き
換
わ
る 

④
ポ
リ
メ
ッ
シ
ュ
に
な
る 

⑤
ユ
ー
ザ
ー
部
材
に
な
る 

構造フレーム(梁) ○ ○ ○ ○  

柱 ○ ○ ○ ○  

構造柱 ○ ○ ○ ○  

壁 ○  ○ ○  

床 ○  ○ ○  

天井 ○  ○ ○  

屋根 ○  ○ ○  

構造基礎(フーチング) ○ ○ ○ ○  

ドア  ○ ○  ○ 

窓  ○ ○  ○ 

階段､手すりなど    ○ ○ 
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属性付きの建築躯体に置き換える方法 

建築躯体として受け渡す方法は､自動で建築躯体に置き換わるパターンと､手動でレブロの建築

躯体にマッピングすることにより明示的に置き換えるパターンがあります。 

 

① 自動置換 

梁や壁は､特別な設定なしでレブロの建築躯体に置き換わります。スプライン形状に配置され

た壁など､レブロの建築躯体で表現できない形は､汎用図形になります。 

 

② マッピング 

レブロがサポートする建築躯体に手動でマッピングします。例えば､ハンチ梁は自動置換され

ないため､レブロのハンチ梁に明示的にマッピングする必要があります。 

また､扉や窓は､レブロの｢スイングドア｣｢引違２枚窓｣などにマッピングした場合のみ､レブ

ロの建具(扉､窓)に置き換えることができます。 

自動置換が可能な要素であっても､マッピング設定があればそちらを優先します。マッピング

の方法については､P.31｢レブロ出力設定｣を参照してください。 

 

置き換え結果 

③ レブロの建築躯体に置き換わる 

①自動置換､②マッピング､どちらかの条件を満たすことで､レブロの建築躯体に置き換わり

ます。例えば梁の場合､｢梁幅｣｢梁成｣｢長さ｣といった梁固有の情報がレブロ側に渡され､ハン

ドル操作で長さの伸縮ができます。 

 

④ ポリメッシュになる 

階段や家具､外構など､レブロの建築躯体としてサポートされていない要素や､レブロの躯体

として表現できない複雑な形の要素は､汎用図形になります。汎用図形で受け渡された場合､

ハンドルで変形することはできませんが､オリジナルの形状は維持され､設備要素との干渉検

査が可能です。 

梁や壁のように 2 点で線状に配置された要素が汎用図形として受け渡された場合､レブロで

ポリメッシュになります。 

 

⑤ ユーザー部材になる 

建具や家具のように､1 点で配置された要素が汎用図形として受け渡された場合､レブロで

ユーザー部材になります。 
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通芯 

レブロの通り芯として受け渡されます。通芯の名前､表示長さ､端部記号の位置を受け継ぎます。

文字の大きさ､色､太さ､線種は､レブロの初期値で読み込まれます。 

 

レベル(フロア情報) 

レベルの名前､高さが受け渡され､レブロのフロア情報として読み込まれます。 

 

部屋・スペース 

名前､範囲が受け渡され､レブロの部屋要素として読み込まれます。 

また､部屋については､範囲と名前を文字や線で注記して読み込むこともできます。 

 

ゾーン・エリア 

名前､範囲が受け渡され､レブロのゾーン要素として読み込まれます。 

部屋･スペース･ゾーン･エリアの詳細については､P.44を参照してください。 

 

構造フレーム(梁) 

直線状の矩形や H 形の梁は､レブロの建築躯体(梁､H 鋼梁)で受け渡されます。直線以外で作図し

た梁や､L 形､ハンチ付き､テーパ梁､複雑な形状のプレキャストコンクリート梁などはポリメッ

シュになります。マッピングをすることで､複雑な形の梁でも形を変えてレブロの梁に置き換え

ることができます。 

 

建築躯体に置き換わる 

 

 

ポリメッシュになる (マッピングで形を変えて置き換えは可能) 

 

 

ポリメッシュになる (マッピングも不可能) 
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柱･構造柱 

矩形や円形､H 形､角パイプ形の柱は､レブロの建築躯体(柱､円柱､H 鋼柱､角鋼柱)で受け渡されま

す。丸パイプ形や複雑な形状のプレキャストコンクリート柱などは､ポリメッシュになります。

マッピングをすることで､複雑な形の柱でも形を変えてレブロの建築躯体に置き換えることがで

きます。 

 

建築躯体に置き換わる 

 

 

ポリメッシュになる (マッピングで形を変えて置き換えは可能) 

 

 

壁 

レブロの建築躯体(壁)で受け渡されます。壁に付いている手すりや仕上げ部分はポリメッシュに

なります。直線､円弧形状以外の複雑な壁は､ポリメッシュになります。開口が空いた壁の場合､

直線状であれば､開口を空けてレブロの建築躯体に置き換わりますが､円弧状になっている場合

はポリメッシュになります。 

 

建築躯体に置き換わる 

    

 

ポリメッシュになる 

    

 (手すり部分)   (仕上げ部分) 
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床 

レブロの建築躯体(床)で受け渡されます。傾斜が付いている場合や､地面に垂直な開口が空いて

いる場合でも､建築躯体に置き換わります。地面に垂直以外の方向に開口が空いている場合､ポリ

メッシュになります。 

 

建築躯体に置き換わる  ポリメッシュになる 

 

天井 

レブロの建築躯体(天井)で受け渡されます。傾斜が付いている場合や､地面に垂直な開口が空い

ている場合でも､建築躯体に置き換わります。地面に垂直以外の方向に開口が空いている場合､ポ

リメッシュになります。 

 

建築躯体に置き換わる  ポリメッシュになる 

 

屋根 

レブロの建築躯体(屋根)で受け渡されます。傾斜が付いている場合や､地面に垂直な開口が空い

ている場合でも､建築躯体に置き換わります。地面に垂直以外の方向に開口が空いている場合､ポ

リメッシュになります。 

 

建築躯体に置き換わる 

 

 

ポリメッシュになる 

 

開口 開口 

開口 開口 

開口 

開口 
開口 
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構造基礎(フーチング) 

矩形や H 形の基礎は､レブロの建築躯体(角フーチング､H 鋼フーチング)で受け渡されます。三角

形などの形状はポリメッシュになります。 

マッピングをすることで､複雑な形のフーチングでも形を変えてレブロの建築躯体に置き換える

ことができます。杭の部分はポリメッシュになります。 

 

ドア 

ユーザー部材で受け渡されます。マッピングをすることで､形を変えてレブロの扉に置き換える

ことができます。 

 

窓 

ユーザー部材で受け渡されます。マッピングをすることで､形を変えてレブロの窓に置き換える

ことができます。 

 

その他のモデル要素 

汎用図形で受け渡されます。家具､植栽など､1 点で配置される要素はユーザー部材になります。

地形のように大きな範囲を覆う要素や､階段や手すりなど､2 点を繋ぐように配置される要素はポ

リメッシュになります。 

 

 

杭付き基礎 建築躯体 

(フーチング) 

ポリメッシュ 
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レブロ出力設定 
自動では汎用図形で受け渡される要素でも､ファミリをレブロの建築躯体にマッピングすること

で､レブロの建築躯体に置き換えられます。 

自動置換される要素であっても､必要があればマッピングで形状を変えてレブロの建築躯体に置

き換えることも可能です。 

 

例えば､接合部分があらかじめ削られているプレキャストコンクリート梁は汎用図形として受け

渡されますが､マッピングを設定することで建築躯体に置き換えることができます。それにより､

削り部分などの細かい形状は省略されますが､属性情報の維持や容量の削減を優先することがで

きます。 

 

また､ドアと窓はユーザー部材で出力しますが､マッピングを設定することでレブロの建具に置

き換えて出力することができます。 

マッピングが可能な要素の種類は､構造フレーム(梁)､柱､構造柱､構造基礎(フーチング)､ドア､

窓です。さらに､設備機器カテゴリの要素をレブロのスリーブにマッピングできます。 

 

マッピングを設定するには､[アドイン]タブにある[レブロ出力]ドロップダウンメニューの[レ

ブロ出力設定]をクリックします。 

マッピング設定なし 

マッピング割り当て表 

レブロの項目 Revitの値 

梁幅 [Ｂ] 

梁成 [Ｄ] 

 

ポリメッシュで出力 

Ｂ 

Ｄ 

Ｂ 

Ｄ 

梁に置き換え 

マッピング設定あり 
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[レブロ出力設定]ダイアログ 

 

 

(マッピング項目一覧) 

レブロの要素に置き換えるマッピングの一覧が表示されます。 

追加 

新しくマッピングを一覧に追加します。[設定の追加]ダイアログが表示され､初期値には現在選

択しているマッピングと同じ値が設定されています。詳細は P.33を参照してください。 

編集 

現在選択しているマッピングを編集します。 

詳細については P.33､P.35を参照してください。 

削除 

選択中のマッピングを削除します。カテゴリ行を選択している場合は､カテゴリ内のすべての

マッピングを削除します。 

ファイルから読み込む 

保存したマッピング設定ファイルを読み込みます。 

読み込んだ設定は､一覧に追加されます。 

ファイルに保存する 

すべての設定をマッピング設定ファイルに保存します。 

(？)アイコン 

本マニュアルが表示されます。 
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[設定の追加]ダイアログ 

 

 

Revitのファミリ 

マッピングの対象とするファミリを選択します。現在の図面にロードされている､カテゴリが｢構

造フレーム｣､｢柱｣､｢構造柱｣､｢構造基礎｣､｢ドア｣､｢窓｣のファミリが選択できます。 

 

タイプ 

[タイプ]チェックを入れると､上で選んだファミリの内､選択したタイプのみ､指定した要素に置

き換わります。ファミリに追加されたタイプから選択できます。[タイプ]チェックを外すと､タ

イプに関係なく指定した要素に置き換わります。 

 

作図形状 

梁の場合､直線に作図した梁と円弧に作図した梁で､置き換えるレブロの要素が異なります。どち

らの形状で作図した梁をマッピングするかを選択します。楕円弧､スプラインで作図された梁は

マッピングできません。 
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レブロの要素 

指定したファミリ､タイプ､作図形状の要素を､どのレブロ要素に置き換えるかを選択します。選

択できる要素の種類は､ファミリのカテゴリと作図形状によって異なります。詳細は P.36を参照

してください。 

 

(マッピング項目イメージ) 

レブロの要素に置き換える際､マッピング割り当て表の項目が､置き換え先レブロ要素のどの部

分に設定されるかを示すイメージ図が表示されます。 

 

(マッピング割り当て表) 

レブロの項目に設定する割り当てるファミリのパラメータを設定します。[Revit の値]列のセル

を選択すると右に表示される▼ドロップダウンリストを開くと､ファミリに設定されている[タ

イプパラメータ]-[寸法]カテゴリの項目がリストアップされます。 

 

レブロの項目に対して､ファミリのパラメータを四則演算で組み合わせて設定することもできま

す。詳細は P.35[マッピング項目書式]を参照してください。 

 

項目の追加 

[オプション項目の追加]ダイアログが表示され､レブロの項目を追加できます。追加できる設定

項目は､レブロ要素の種類によってあらかじめ用意されている項目から選択します。 

 

(マッピング項目ガイド)に表示されている設定項目は､必ず設定する必要がありますが､追加し

た項目の設定は任意です。 

 

項目の削除 

選択している項目を削除します。削除できる項目は[項目の追加]で追加した項目のみとなります。 

 

[OK]を押すと､指定したマッピングがリストに追加されます。 

既に同じファミリ､タイプ､作図形状のマッピングが存在する場合は､既存の設定を上書きするか

を選びます。 
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[設定の編集]ダイアログ 

 

編集時は､Revitのファミリ､タイプ､作図形状の変更はできません。 

レブロの要素､マッピング割り当て表は編集できますが､編集する設定のファミリが図面にロー

ドされていない場合､編集できなくなります。 

 

マッピング項目書式 

(マッピング項目リスト)に設定する値の書式は以下のようになります。 

[○○○] : ファミリのタイプパラメータ｢○○○｣の値 

{○○○} : 要素のプロパティ｢○○○｣の値 

10.5  : 半角数値は固定の実数値 

+ - * / : 値を加算(+)、減算(-)、乗算(*)、除算(/) 

( )  : 演算の優先順位を設定 

 

例えば､タイプパラメータに全体の扉幅である[幅]しかない親子扉のファミリがある場合､以下

のように設定することで親扉幅を全体の３分の２に､子扉幅を全体の３分の１に設定することが

できます。 

レブロの項目 Revitの値 

親扉幅 [幅] / 3 * 2 

子扉幅 [幅] / 3 
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建築ファミリのカテゴリ､作図形状ごとに設定できるレブロの建築躯体 

カテゴリ 作図形状 レブロの建築躯体 自動置換 

構
造
フ
レ
ー
ム 

直
線 

梁 ○ 

ハンチ梁  

ドロップ梁  

Ｈ鋼梁 ○ 

ポリメッシュ ○ 

円
弧 

梁  

ポリメッシュ ○ 

柱･

構
造
柱 

 

柱 ○ 

円柱 ○ 

Ｈ鋼柱 ○ 

角鋼柱 ○ 

ポリメッシュ ○ 

構
造
基
礎 

 

角フーチング ○ 

角台形フーチング  

Ｈ鋼フーチング ○ 

ポリメッシュ ○ 

ド
ア 

 
片開き扉  

親子扉  

スイングドア(片開き)  

スイングドア(両開き)  

引違２枚扉  

引違３枚扉  

引違４枚扉  

ユーザー部材 ○ 

窓  

ＦＩＸ窓  

引違２枚窓  

引違３枚窓  

引違４枚窓  

ユーザー部材 ○ 

設
備
機
器
カ
テ
ゴ
リ 

※P10

参
照 

 

スリーブ  

スリーブ(竪)  

スリーブ(角)  

スリーブ(角)(竪)  

ユーザー部材 〇 

※マッピングしない場合､[自動置換]に○が付いた要素に置き換わります。 
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設備の受け渡し 
レブロに出力される設備情報 

 機器などの 3D設備モデル要素 ※詳細表現は複線として、簡略表現は単線として出力します 

 配管､ダクト､ケーブルラック､電線管ルートの繋がり情報 

 配管システムタイプ､ダクトシステムタイプ 

 制気口の風量値 ※制気口にマッピングした場合のみ 

 機器番号 

 

レブロに出力されない設備情報 

 配管システム名､ダクトシステム名 

 電気配線 

 

設備情報の受け渡しについて 

本製品で出力したファイルに設備情報が含まれている場合､レブロで読み込み時に､配管･ダクト

のシステムタイプや､弁類やエアコンなどの付属品､設備機器ファミリを､レブロの部材にマッピ

ングできます。 

これにより､Revit で作成した設備情報を､属性付きでレブロの設備要素に置き換えて読み込むこ

とができます。 

 

配管システムのマッピング 

Revit: システムタイプ = ｢冷温水システム(往)｣ を 

ファミリのマッピング 

Revit: ファミリ = ｢M_ポンプ – ベース取り付け｣ 

 タイプ   = ｢6.3 LPS – 388 kPa ヘッド｣ を 

レブロ: 用途    = ｢冷温水(往)｣ 

材料サブセット = ｢鋼管(白)＋ねじ/溶接｣ に割り当て 

 

レブロ: 部材 = ｢搬送機器｣-｢渦巻ポンプ – エバラ｣-｢FS型｣- 

｢4極形 60Hz｣-｢80×65FS4H63.7｣ に割り当て 

 

  



レブロ出力 

38 

 

設備要素の出力早見表 

カテゴリ 

①
マ
ッ
ピ
ン
グ 

(

シ
ス
テ
ム) 

②
マ
ッ
ピ
ン
グ 

(

フ
ァ
ミ
リ) 

③
レ
ブ
ロ
の
設
備
要
素
に
置
き
換
わ
る 

④
ポ
リ
メ
ッ
シ
ュ
に
な
る 

⑤
ユ
ー
ザ
ー
部
材
に
な
る 

ダクト ○  ○ ○  

ダクト継手 ○  ○  ○ 

ダクト付属品  ○ ○  ○ 

フレキシブルダクト ○  ○ ○  

吹き出し口  ○ ○  ○ 

機械設備  ○ ○  ○ 

配管 ○  ○ ○  

配管継手 ○  ○  ○ 

配管付属品  ○ ○  ○ 

フレキシブル配管 ○  ○ ○  

衛生器具  ○ ○  ○ 

スプリンクラ  ○ ○  ○ 

ケーブルラック   ○ ○  

電線管   ○ ○  

ケーブルラック継手   ○  ○ 

電線管継手   ○  ○ 

電気機器  ○ ○  ○ 

電気器具  ○ ○  ○ 

通信機器  ○ ○  ○ 

データ機器  ○ ○  ○ 

火災報知機器  ○ ○  ○ 

照明機器  ○ ○  ○ 

ナースコール機器  ○ ○  ○ 

警備機器  ○ ○  ○ 

電話機器  ○ ○  ○ 

照明器具  ○ ○  ○ 

その他(製造パーツなど)    ○ ○ 
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属性付きの設備要素に置き換える方法 

設備要素として受け渡すには､システムタイプをレブロの用途､材料サブセットにマッピングし

て置き換えるパターンと､ファミリをレブロの設備部材にマッピングして置き換えるパターンが

あります。 

 

① マッピング(システム) 

システムタイプごとに､レブロの用途･材料サブセットをマッピングします。例えば､レブロの

出荷値として用意されている､｢汚水｣用途､｢排水用塩ビライニング鋼管(DVLP)＋MD継手｣材料

サブセットを､配管システムに割り当てた場合､レブロ側では用途の設定により配管の色が茶

色で表現されます。さらに､材料サブセットの設定により､継手と配管の間に MDパッキンの部

材が自動的に挿入されます。 

 

(システムのマッピング設定画面) 

 

マッピングしない場合でも､用途未設定の配管やダクトに置き換えられ､ルートの繋がり情報

は維持されます。 

配管･ダクトの口径は､Revit側で作図したサイズを元に､マッピングされた材料サブセットの

管材のサイズに修正されます。 

 

(例) 配管をレブロの汚水管･通気管に割り当て 

    

受け渡し 
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② マッピング(ファミリ) 

機械設備､弁類やダンパーなどの付属品をファミリごとにレブロの部材にマッピングします。

タイプ名やプロパティ条件で絞り込みを指定し､1種類のファミリに対して複数のレブロ部材

をマッピングすることもできます。 

レブロの部材に置き換えることで､オリジナルの部材から接続口の位置が変わる場合､接続を

維持するため､繋がったルートが位置調整されます。 

 

 (ファミリのマッピング設定画面) 

 

マッピングしない場合､オリジナルの形状を維持したユーザー部材として読み込まれます。 

 

(例) 空調用ポンプをレブロのポンプに割り当て 

     

 

(例) 吹き出し口をレブロのボックス付き制気口に割り当て 

      

 

受け渡し 

受け渡し 
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置き換え結果 

③ レブロの設備要素に置き換わる 

①システムのマッピング､②ファミリのマッピングにより､レブロの設備要素として置き換え

られた場合､ハンドルを使った編集や､配管であれば勾配の設定や配管抵抗計算､ダクトであ

れば圧力損失計算､建築躯体との干渉チェック､自動スリーブなど､レブロで作図した設備要

素と同等の機能が使用できます。 

 

④ ポリメッシュになる 

レブロ側で｢元の形状で読み込む｣を指定して読み込んだ場合や､製造パーツなど､レブロの設

備要素としてサポートされていない要素は､汎用図形になります。汎用図形で受け渡された場

合､系統の繋がり情報はなく､シミュレーションや､ハンドルなどでルートを編集することも

できませんが､オリジナルの形状は維持されます。 

配管やダクトのルートのように 2 点で線状に配置された要素が､汎用図形として受け渡され

た場合､ポリメッシュになります。 

 

⑤ ユーザー部材になる 

継手や付属品､機器器具のように 1 点で配置された要素が､汎用図形として受け渡された場合､

ユーザー部材になります。 
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ダクト･ダクト継手･フレキシブルダクト 

レブロで読み込む際､ダクトシステムごとに､用途･材料サブセットの属性をマッピングすること

で､指定した用途の色､材料サブセットの設備要素(ダクト)に置き換わります。 

 

配管･配管継手･フレキシブル配管 

レブロで読み込む際､配管システムごとに､用途･材料サブセットの属性をマッピングすることで､

指定した用途の色､材料サブセットの設備要素(配管)に置き換わります。配管の｢直径｣は､レブロ

の配管材料の呼び径として受け渡されます。 

 

ケーブルラック･電線管 

レブロの設備要素(ケーブルラック･電線管)に置き換わります。 

マッピングする必要はありません。 

 

配管付属品･ダクト付属品 

レブロで読み込む際､ファミリ･タイプごとにマッピングした弁類､ダンパー､VAV/CAV などの部材

に置き換わります。マッピング設定をしない場合､形状を維持したユーザー部材で読み込まれま

す。その場合でも､付属品とルートの接続情報は維持されます。 

 

機械設備･衛生器具･電気設備･吹き出し口など 

レブロで読み込む際､ファミリ･タイプごとにマッピングした機器･器具､制気口などの部材に置

き換わります。レブロの部材に置き換えても､配管･ダクトとの接続は維持されます。接続口の位

置がオリジナルと異なる場合は､接続されたルートが自動で位置調整されます。 

吹き出し口の要素をレブロの制気口にマッピングして読み込んだ場合､吹き出し口に設定された

風量の値がレブロに受け渡されます。読み込み後､サイジングや圧力損失計算が可能です。 

また､機械設備･衛生器具･電気設備に対しては､マッピングの設定により､要素のプロパティに設

定した｢PAC-1｣などの文字列をレブロの機器番号として受け渡すことが可能です。読み込み後､機

器番号を使って部材検索などを行うことができます。 
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建築/設備共通の属性受け渡し 
要素の色･太さ･線種 

要素のＣＧ色 

マテリアルで設定した色で出力されます。１要素に複数のマテリアルが設定されている場合､要

素内で最も体積の大きい部位の色が採用されます。 

マテリアルの色が設定されていない場合､灰色で出力されます。 

 

要素の色･線太さ･線種 

レブロ標準の色(黒)･線太さ(0.01mm)･線種(実線)に設定されます。 

 

ユーザー部材の情報 

出力されたユーザー部材には､下記のようにパラメータが渡されます。 

 

拾い集計のグループは､｢その他｣となります。 

ファミリのタイプパラメータは､レブロの部材情報として渡されます。 

名称 

型番 

 

ファミリ名 

タイプ名 

※ファミリ名とタイプ名が同じ場合､型番は空になります。 

Revitのファミリ レブロのユーザー部材 

     [拾い集計] 

カテゴリ名 

サブカテゴリ名 

サブカテゴリ名 

※要素に設定されたカテゴリがサブカテゴリではない場合､ 

中分類･小分類もカテゴリ名になります。 

 

大分類 

中分類 

小分類 
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空間情報の受け渡し 
形状について 

部屋･スペース･ゾーン･エリアの外形は表示されている形状､下端と天端は水平となり 3D 形状の

最大範囲でレブロに受け渡されます。 

下記の例は､傾斜の付いた屋根によって閉じられている場合の部屋形状です。 

 

また､部屋の中に空いている領域がある場合､その部分も部屋の一部として受け渡されます。 

下記の例は､柱によって部屋の形状に穴が空いている場合の部屋形状です。 

 
エリアは､拘束されたレベルから１階層上のレベルまでの間をＺ方向の範囲とします。 

最上階のレベルに拘束されたエリアのＺ方向の長さは 0 となり､レブロでＺ方向無限のゾーンと

して扱われます。 

 

建築モデル Revitの部屋形状 レブロの部屋形状 

建築モデル レブロの部屋形状 Revitの部屋形状 

レベル 1に拘束されたエリアの断面図 RFL(最上階)に拘束されたエリアの断面図 

RFL 

レベル 5 

レベル 4 

レベル 3 

レベル 2 

レベル 1 

無限 

無限 

RFL 

レベル 5 

レベル 4 

レベル 3 

レベル 2 

レベル 1 
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属性について 

Revit オリジナルの属性値を確認できるよう､｢寸法｣グループにあるプロパティ情報は､下記のよ

うにレブロの部屋･ゾーン要素に受け渡されます。 

 

 

 

Revit では部屋の容積は常に仕上げ面で計算されますが､レブロの部屋の体積は面積×天井高さ

で求められます。そのため､｢面積と容積の計算｣で｢壁の仕上げ面｣以外を選択した場合､Revit オ

リジナルの容積とレブロの体積は異なる値となります。 

 

同様にゾーンに関しても､Revit 上で表現される壁芯に沿った外形がレブロのゾーンの外形とな

るため､Revitオリジナルの面積･容積とレブロで計算した面積･体積は異なる値となります。 

 

また､Revit の外形がどのような規則で算出されているかを確認できるように､｢部屋面積の計算｣

情報をプロパティとして受け渡します。 

 

Revitのプロパティ レブロのプロパティ 

Revitオリジナルの値 

レブロで計算された値 
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Version 4.3.2.0 2022/7  対応レブロ: Rebro2022 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 タイプ継手を選択してマッピングしてもダクトタイプに設定された継手ファ

ミリで読み込まれない不具合を修正しました。 

不具合修正 レブロ側のプロパティ項目[幾何情報]-[反転]を「する」と「しない」に設定

した機器器具がそれぞれ別のマッピングができるように修正しました。 

不具合修正 [共有パラメータの設定]で、タイプが「長さ」の共有パラメータに値が受け

渡せない不具合を修正しました。 

 

Version 4.3.1.0 2022/6  対応レブロ: Rebro2022 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 ユーザー部材を自動生成で読み込んだ時、正しいカテゴリに生成されない不

具合を修正しました。読み込むファイル内に「名称」「部材 ID」が同じで、

かつ「拾い集計グループ」が異なるユーザー部材が混在している場合に現象

が発生していました。 

不具合修正 ダンパーとフレキシブルダクトが直接接続されたルートを読み込んだ時、系

統が分かれる不具合を修正しました。ダンパーを任意のファミリにマッピン

グして読み込んだ場合に現象が発生していました。 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

機能アップ 単線記号を保存する/しないを「簡略表現を単線記号として保存する」で切り

替え可能にしました。 

不具合修正 竪ケーブルラックの天面と底面が逆に出力される不具合を修正しました。 

不具合修正 プロジェクト基準点のプロパティ項目[高さ]に 0以外の値が入っている時、

要素の高さとフロアラインの高さがプロジェクト基準点の高さ分ずれて保存

される不具合を修正しました。 

 

Version 4.3.0.0 2022/3  対応レブロ: Rebro2022 以降 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

機能アップ [レブロ出力設定]で、スリーブのプロパティ項目[種類][外径]をマッピング

できるようにしました。 

共通 

機能アップ 当社製のスリーブファミリに外径のインスタンスパラメータを追加しまし

た。レブロとの間で外径パラメータの入出力が可能です。 

更新履歴 
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Version 4.2.4.0 2022/1  対応レブロ: Rebro2021 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 本マニュアル [設備要素の入力早見表]の[チャンバー]のカテゴリが「吹き出

し口」と誤表記されていました。正しいカテゴリ「ダクト付属品」に表記を

修正しました。 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

不具合修正 床・天井・屋根の出力で躯体に変換した結果、外形や開口の頂点数が非常に

多くなった場合、ポリメッシュとして出力するように修正しました。 

共通 

機能アップ 本アドインの用語の一部が Revit2016基準の表記になっていましたので、

Revit2020基準の表記に更新しました。 

 

Version 4.2.3.0 2021/12  対応レブロ: Rebro2021 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 プロジェクト基準点の高さが 0以外になっている場合、フロアラインの高さ

や要素の高さが正しく読み込めない不具合を修正しました。 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

不具合修正 プロジェクト基準点の高さが 0以外になっている場合、フロアラインの高さ

が正しく出力できない不具合を修正しました。 

不具合修正 プロパティの[拘束]に[基準レベル]と[上部レベル]のパラメータが指定でき

る設備ファミリの要素が、原点の高さで出力される不具合を修正しました。 

 

Version 4.2.2.0 2021/11  対応レブロ: Rebro2021 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 読み込み先の Revitプロジェクトに自動生成された継手が既にロードされて

いる場合、継手が読み込まれない不具合を修正しました。 

この不具合は Version 4.1.2.0で修正されていましたが、4.2.0.0以降で再

発していました。 

 

Version 4.2.1.0 2021/6  対応レブロ: Rebro2021 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 スリーブを自動生成で読み込んだ時、スリーブ専用のレブロファミリになら

ず、汎用的な自動ファミリとして読み込まれる不具合を修正しました。 

不具合修正 「共有パラメータの設定」で接頭辞を付けずにスリーブを自動生成で読み込

んだ時、正しい長さで読み込まれない不具合を修正しました。 

 

 

 



更新履歴 

48 

 

 

Version 4.2.0.0 2021/3  対応レブロ: Rebro2021 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

機能アップ ファミリを自動生成して読み込む際、ファミリ名を機器の「名称」もしくは

「名称＋型番」で読み込めるようにしました。この機能アップに伴い名称の

後ろに部材の GUIDが付かなくなりました。同名で形状などが異なるファミリ

は、ファミリ名の後ろに(2)(3)…と番号を付けるようにしました。 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

不具合修正 名称が空になっている「部屋」、「スペース」、「ゾーン」、「エリア」のいずれ

かを保存するとエラーが発生し、保存できない不具合を修正しました。 

 

Version 4.1.2.0 2021/1  対応レブロ: Rebro2020 SP1 (Rev.3) 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 読み込み先の Revitプロジェクトに自動生成された継手が既にロードされて

いる場合、継手が読み込まれない不具合を修正しました。 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

不具合修正 「構造接合」カテゴリの要素が保存できない不具合を修正しました。 

 

Version 4.1.1.0 2020/11  対応レブロ: Rebro2020 SP1 (Rev.3) 以降 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

不具合修正 プロジェクト内に名前が空になっている部屋、スペース、ゾーン、エリアが

存在する場合、「レブロリンクファイルの保存に失敗しました。値を Nullに

することはできません。パラメーター名:value」とエラーが表示され、レブ

ロリンクファイルが出力できない不具合を修正しました。 

 

Version 4.1.0.0 2020/7  対応レブロ: Rebro2020 SP1 (Rev.3) 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 ファミリを自動生成して読み込む際、穴が空いたポリメッシュ部材が正しく

読み込めず、一部形状の欠けたファミリが生成される不具合を修正しました。 

 

 

 

Version 4.0.3.0 2020/6  対応レブロ: Rebro2020 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 マッピング表に指定した Revitカテゴリでファミリが自動生成されない不具

合を修正しました。この現象は、同じファミリを別のカテゴリで１度でも読

み込んだ場合に発生していました。 

不具合修正 自動生成されたファミリのタイプ名に存在しない名前が読み込まれる不具合

を修正しました。 
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レブロ出力 (Revit→レブロ) 

不具合修正 リンク Revitモデルの要素が回転されている場合、正しい向きで保存されな

い不具合を修正しました。 

不具合修正 床の端にくぼみがある場合、くぼみの部分が開口として保存される不具合を

修正しました。 

不具合修正 「構造鉄筋」カテゴリの要素が保存できない不具合を修正しました。 

 

Version 4.0.2.0 2020/2  対応レブロ: Rebro2020 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 Revitファミリにマッピングしたダンパーの長さがレブロの長さと一致しな

い場合、ダンパーとルートの接続が維持されない不具合を修正しました。 

不具合修正 バージョン 4.0.0.0未満のレブロリンクで保存したマッピング設定を読み込

んだ場合、フレキシブルダクトが読み飛ばされる不具合を修正しました。 

不具合修正 マッピング表の行をコピー挿入できない不具合を修正しました。 

 

Version 4.0.1.0 2019/12  対応レブロ: Rebro2020 以降 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

不具合修正 ファミリ内に親ファミリと同名のファミリを含むファミリがプロジェクトに

ロードされている場合、レブロ出力中に Revitが異常終了する不具合を修正

しました。 

共通 

不具合修正 旧バージョンの本アドインが既にインストールされている場合、レブロリン

クのインストールが正しくできない不具合を修正しました。 

この現象はレブロリンク 2017、2019で発生していました。 

 

Version 4.0.0.0 2019/12  対応レブロ: Rebro2020 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

機能アップ スペースを読み込めるようにしました。 

機能アップ スリーブを読み込めるようにしました。 

機能アップ [レブロファミリ]で、レブロリンクに対応したスリーブファミリをプロジェ

クトにロードできるようにしました。レブロのスリーブを「自動生成」で読

み込んだ場合、本スリーブファミリを使って要素を生成します。 

機能アップ ダンパーを「自動生成」で読み込んだ際、傍記の表示/非表示を選択できるよ

うにしました。 

機能アップ プロパティを任意の共有パラメータへ読み込めるようにしました。 

機能アップ Revitから渡されたファミリ名とタイプ名を持つレブロ要素を読み込む際、

自動で元のファミリ名・タイプ名にマッピングできるようにしました。 

仕様変更 フレキシブルダクトを、Revitのフレキシブルダクトにマッピングして読み

込むようにしました。 
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不具合修正 既定の 3Dビューテンプレートの「詳細レベル」または「専門分野」で「含め

る」にチェックを入れている場合、[レブロ入力]が正しく動作しない不具合

を修正しました。 

不具合修正 対応していないカテゴリの要素が「設備属性化マッピング設定」の表に計上

される不具合を修正しました。 

不具合修正 読み込むファイル名に Revit で使用できない文字が含まれていると、ファイ

ルが正しく読み込めない不具合を修正しました。 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

機能アップ 機器器具カテゴリのファミリの簡略表示を、単線記号としてレブロに受け渡

しできるようにしました。 

※一般注釈のラベルに関しては、Revit2018以降で出力可能です。 

機能アップ 機器器具カテゴリのファミリを、スリーブとして出力できるようにしました。 

機能アップ Revitファミリ名とタイプ名を、レブロ要素に付与させるようにしました。 

機能アップ 躯体の包絡関係を解除せずに形状優先で出力する機能を追加しました。 

共通 

機能アップ 共有パラメータ「RebroGUID」で、レブロ－Revit間で要素の GUIDを維持で

きるようにしました。 

不具合修正 特定のアドインがインストールされていると、レブロリンクが正しく動作し

ない不具合を修正しました。 

 

Version 3.2.1.0 2019/3  対応レブロ: Rebro2018 SP1(Rev.1)以降 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

不具合修正 [レブロ出力]を実行すると、プロジェクトにリンクしている中央モデルが、

借用状態になる不具合を修正しました。 

 

Version 3.2 2018/12  対応レブロ: Rebro2018 SP1(Rev.1)以降 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

機能アップ RUG(Revit User Group)で作成した、Revit専用のファミリである、RGF(Revit 

Generic Family)の出力に対応しました。RGFを使用して作図した Revit図面

をレブロで読み込む時、レブロのシステム部材に自動でマッピングして読み

込みます。 

不具合修正 ファミリ内で参照面の「基準点を設定」をオンにした要素をレブロで読み込

んだ場合、部材の基準点がファミリの基準点と異なる不具合を修正しました。 
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Version 3.1 2018/8  対応レブロ: Rebro2018 以降 

レブロ入力 (レブロ→Revit) 

不具合修正 壁付きの器具など、側面に拘束している要素が正しい高さで入力されない不

具合を修正しました。 

不具合修正 ｢設備属性化マッピング設定｣の｢部材(機器・器具、継手、付属品)｣で、継手

や弁類など機器以外の部材に対してカテゴリが選択できる不具合を修正しま

した。 

不具合修正 機器・器具を自動生成で読み込んだ際、形状の一部を欠いたファミリが生成

される場合がある不具合を修正しました。 

レブロ出力 (Revit→レブロ) 

機能アップ スペース､HVACゾーン､エリアを出力できるようにしました。 

不具合修正 壁のくぼみが開口として出力される不具合を修正しました。 

不具合修正 Revitリンクで、存在しないプロジェクトファイルを参照している場合、レ

ブロ出力できない不具合を修正しました。 

 

Version 3.0 2018/2  対応レブロ: Rebro2017(Rev.4)以降 

機能アップ レブロで作図した設備要素を*.RebroLinkToRevitファイルで Revitに受け渡

しできるようにしました。 

不具合修正 下記のカテゴリの要素が設備要素として受け渡しされない不具合を修正しま

した。 

｢通信機器｣｢データ機器｣｢火災報知機器｣｢ナースコール機器｣｢警備機器｣｢電

話機器｣ 

不具合修正 ファミリ内にファミリが階層構造で存在する要素が、正しく受け渡しできな

い不具合を修正しました。 

 

Version 2.2 2017/6  対応レブロ: Rebro2017 以降 

不具合修正 フランジが？部材として読み込まれる不具合を修正しました。 

不具合修正 梁に空いたスリーブや人通口が読み込めない不具合を修正しました。 

不具合修正 変厚床が正しく読み込めない不具合を修正しました。 
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Version 2.1 2016/8  対応レブロ: Rebro2016(Rev.2)以降 

機能アップ リンクされた Revit図面を保存できるようにしました。 

機能アップ プロジェクト基点の読み込みに対応しました。 

機能アップ レブロに受け渡す要素をアクティブビューのみ、もしくはモデル全体を選択

できるようにしました。 

不具合修正 円柱形状の梁とフーチングが読み込まれない不具合を修正しました。 

不具合修正 角パイプ形の柱がレブロの角鋼柱として受け渡されず、ポリメッシュで読み

込まれる不具合を修正しました。 

不具合修正 設備要素を含む中間ファイルの読み込み中に異常終了する場合がありました

ので修正しました。 

不具合修正 タイプが｢Channel Cable Tray｣に設定されたケーブルラック継手が、レブロ

のケーブルラック継手として読み込まれず、ユーザー部材になる不具合を修

正しました。 

不具合修正 垂直に立ち上がるケーブルラック継手の縦、横が逆転して読み込まれる不具

合を修正しました。 

不具合修正 目地の付いた壁が分断された壁として読み込まれる不具合を修正しました。 

 

Version 2.0 2016/5  対応レブロ: Rebro2016以降 

機能アップ Revit2016で作図した建築･設備要素をレブロに受け渡しできるようにしま

した。 

 

Version 1.1 2015/10 対応レブロ: Rebro2015 以降 

仕様変更 *.RebroLinkFromRevit ファイルに保存中、エラーが発生した場合でも中断し

ないようにしました。エラーが発生した要素は読み飛ばし、保存先と同じ場

所にエラーログを出力します。 

不具合修正 他の建築要素と結合された特定の壁や床などが保存できない不具合を修正し

ました。 

 

Version 1.0 2015/6  対応レブロ: Rebro2015以降 

機能アップ Revit2015で作図した建築要素をレブロに受け渡しできるようにしました。 
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Autodesk Revit®アドイン ｢レブロリンク｣ 使用許諾契約書 

 

株式会社ＮＹＫシステムズ（以下｢弊社｣）は､お客様がこの｢アドイン使用許諾契約｣（以下｢本

契約｣）に同意する場合に限り､弊社ソフトウェア製品（以下｢本アドイン｣）の使用権を許諾しま

す。 

 

本契約を表示するダイアログに示される［使用許諾契約の条項に同意します］を選択し､本ア

ドインをインストールすることをもって､お客様は本契約を締結することに同意したと見なしま

す。お客様が自身のために本アドインを取得する場合は、弊社とお客様個人との間で成立し、お

客様が企業またはその他法人のために本アドインを取得する場合は､弊社と企業またはその他法

人のいずれかとの間で成立します。 

 

第１条 本アドインの使用権 

お客様は本アドインを Autodesk App Store からダウンロードしたコンピュータに限り使用する

ことができます。ダウンロードファイルを直接､頒布することはできません。 

 

第２条 権利の帰属 

本契約で明示的に定められていない限り､本アドインの権利（権原､所有権､著作権およびその他

の知的所有権等）は､弊社が保有します。本アドインは、著作権法によって保護されています。 

 

第３条 お客様の義務 

お客様は、本アドインが著作権法等によって保護される無体財産権を含む機密情報または財産的

情報を有することを認識するとともに、次の行為をしないものとします。 

1. 本契約条項に定める条件以外の条件により、本アドインを使用、複製する行為 

2. 本アドインを改変、翻訳、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルする行

為 

3. 本アドインを第三者へ販売、賃貸する行為 

4. 本アドインに記録または表示されている所有権および無体財産権の権利表示を除去、削除ま

たは変更する行為 

 

第４条 無保証 

弊社は、本アドインを原状のまま提供します。弊社は、法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明

示または黙示の保証責任および本アドインに起因するお客様の逸失利益、特別な事情から生じた

損害、データ等に対する損害および無体財産権に関し第三者からお客様に対してなされた損害賠

償請求にもとづく賠償責任等の一切の責任を負いません。 



使用許諾契約書 

54 

 

 

第５条 使用権の消滅 

1. お客様はいつでも本アドインの使用権を消滅させることができます。 

2. お客様が次の事由に該当した場合、本アドインの使用権は自動的に消滅します。 

① お客様が本契約条項に違反した場合 

② お客様が異なるバージョンの本アドインの使用権を取得した場合 

 

第６条 使用権消滅時の措置 

お客様の本アドインの使用権が消滅した場合、お客様は本アドインおよびそれらの複製物すべてを

抹消または破棄するものとします。 

 

第７条 サポート 

本アドインに関するお問い合わせ、ご質問はメールのみの対応となります。 

 

以上 

 


